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1

:
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^

諸

：国

に

お

け

承

V
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.

.
:
'
農

業

菡

本

間

題

ど

基

本

对

策

』

'.
■'
■'
.

昭
和n

r

四
牟
四
月
農
林
漁
業
基
本
問
羅
調
齋
会
が
：

.

設

屘

さ

れ

、

約-—
-
iへ
年
；の

審

議

を

経

V
:
、
:

一
一

r
五
%
五

:'
• 

'

月

内

閣

総

理

大

臣

；か

ら

：の
諮
問

■に
威
じ
て
：同

調

奄

: 

:

会

：
は「

農

業
o'
基

本

間

：
題

と

：
基

本

姝

策

」

：
を

答^:
し 

た
0
:こ
ト
を
基
礎
と
し
て
農
業
基
本
法
が
結
実
し
お 

こ
と
：は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
更
.に
そ
の
国
際
的
こ
：
 

母
.法
は
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
.農

業

法L
a
n
d
w
i
r
t

丨 

s
c
h
a
f

c+g
e
s
e
t
z

 (

一
 

九

五
.五
年
.九

月

五

日

公

布

)

で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
書
.は
、

こ
の
西
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
、
.
フ

-■ 

.
 

: 

: 

•
. 

-

'
,. 

ラ
.ソ
.ス
、
.
.
.
.
イ

キ

.
'
.
リ
ス
、
:-
イ
.タ
リ
ア
、.オ
ー
.ス
.ト
.リ
，7.
.
、
'
.

_

ス
ゥ
エ
;|
デ
ン
の
六
力
国
に
お
け
る
農
業
の
基
本
問
:'
.
:
;
'

題
と
基
本
対
策
に
つ
ぃ
：て
の
解
説
で
、
わ
が
国
の
農

政
を
ひ
ろ
く
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
論
じ
よ
う
と
す

々
要
請
に
.
.こ
.た
，え
'て
.役
■立「

た
し
'め
；ょ
，
：う

.，と
；
u:
vfc
.
■も
.の
.。 

:
'で
.あ
る
0:
へ
前|3
各

国

に

：
0
;い
：;て
、
；そ
れ
ぞ
枳
1,
^

 

経

済

；
の
，爽

状

と

ー

基

本

問

.題

、
：1
;戦

後

：の

基

本

的

龙

農

：
： 

業

政

策

、
へ
匕

J

う
.

1:

ー'つ
ー
の
：部

分
.に
：分

げ

て

；
論

政

ら

:̂
;
, 

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
篇
別
檇
成
は
ほ
ぼ 

.似

か

ょ

、
っ

ー

た

体

裁

を

も

ち

、
パ

ま

ず

「

国

民

経^;
の

成 

長
'と
農
業
の
地
检
_
| 

(

を
明
：ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始 

_
め
ら
れ
'
.て
：
い

る

。

そ

こ

で

共

通

，レ

て

指

摘

き
 

:
ネ

:-
と
'̂

、：：

国
民
所
得
総
額
に
お
け
る
農
業
^
1#
の
パ 

割
合
の
低
.下
、
：非
農
業
部
門
に
対
ず
^
農

業

部

門

：の 

■,成
長
率
め
開
差
、
：'農

業

就

業

火

ロ

が

減

少

傾

；向

、
：
|
|
' 

.

.
じ

て

非

：
農

業

部

£

に
対
す
る
農
業
部
.

の̂
.潘
展
：の
立
：
 

遅

：
れ

.
と

い

う

こ

^
で
あ
る
0 

.
ィ
ギ
リ
ス
.の
場
合
に
は 

.
'

「

産
業
.と
し
て
：
.̂
農
業
の
国
民
経
済
：に
：
お
け
る
地
位： 

の
低
卞
は
も
ち
々
ん
：必
ず
し
も
農
業
就
業
#.
1
A :
当 

り
0
:所
得
の
#
さ
を
意
味
し
な

.

いj

が

、
'
そ

の

他

の
 

.国

で

，
は

、

：
い

.ず
れ
も
、
.就
業
者
.

t

A
当
り
の」

農
業
と
？ 

，非

農

業

の

所

得

：胳

差

の

•拡
大
傾
向
、が
：指
摘
ざ
れ
.て
；い 

.

る
。
わ
が
国
に
お
げ
る
農
業
基
本
法
に
集
約
さ
れ
る 

，
農

政

基

調

の
.転

換

；
が

、
.西
ョ
ー
严
ッ
パ
'資
本
主
義
請
、 

国
に
：お
け
る
と
：共
通
■の
経
：済
.法
則
的
基
盤
.を
も
.
?

J:: 

と
が
知
ら
れ
る
。
'
ま
た
、「

非
農
業
と
.所
得
均
衡
を

.

.

.
保
持
し
.え
.
.て
.い
'
.る

^
み
，.ら
.
.れ
.る
-
.ィ
'ギ
ゾ
ス
農
業
.も
、

'レ
そ
の
実
は
、
.
き
わ
め
.て
手
厚
い
農
業
支
持
'の
ぅ
え
に 

た
：：

つ
て」

：•お

り

'
.

「

小

農

ない
し

低
所
得
農
場
の
問
，
 

題
は
今
日
の
.ィ
ギ
リ
ス
農
業
政
策
が
当
面
し
て
い
る 

"

難
問
題
で
あ
る」

.と

.い
5;
指
摘
は
、：

わ
が
国
に
お
け 

る
農
業
基
本
法
の
か
：か
げ
る
目
德
の
逮
成
が
如
何
に

.

し
：

.

.

. 

^
 

r 

.
 
'

容
易
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
.

を

示

唆

し

て

•
い
る

と

い

え

よ

ぅ

。

_

と
も
あ
れ
、
本
書
は
、
_俞
記
諸
国
に
お
け
る
農
^
 

,:

の
現.
状

:̂
基
本
対
策
を
概
観
す
る
'に
便
利
で
あ
る
ば 

か
り
で
な
ぐ
、
価
格
政
策
、
梆
造
軟
策
と
し
て
打
出 

.
さ
れ
て
い
る
現
段
階
に
お
け
る
農
業
の
：菡
本
対
策
が 

本
質
的
に
：抆
資
本
主
»

の
盔
済
法
則
：に
：根
ざ
し
、
そ 

の
意
味
で.
資
本
主
義
諸
国
^

共
通
し
て
お
り
、
.
究
極 

...的
に
は
小
農
民
問
輝
に
か
か
わ
る
こ
.と
を
示
し
て
い 

る
。; :.(

農
林
協
会
刊
> 

A
5 

.
全

六

冊

，
西

ドィ
ッ

:

篇
ン〔

一.1

.六
：頁〕

：
ニ
五
0
5
!、：>

ラ
ン
ス
衞〔

一
三 

四
直〕

へ
ニ
八
Q

B
、

ィ
ギ
リ
ス
篇〔

九
六
頁〕

ニ 

0 

〇
：円
、
:'
'
,ィ
タ
，リ
'ァ
篇
/

〔

七
〇
頁〕

l
Tr
o
r
a、

::

ス
ト
リ
ァ
篤C

六1
.

頁

こ
 

ン

篇〔

七
六
頁〕

一
六
oB_

)

丨

常

盤

政

治

！

.

北

村

次 

一
■著 

.
:
『

初

期

資

本

主

義

の

'基

本

構

造

』

' -

'

. 

.

V 

■ 

.

• 

. 

- 

本
書
は
ド
ィ
ッ
の
初
期
資
本
主
義
の
経
済
史
的
研
.

究
書
で
あ
る
。

こ
の
場
合
朝
期
資
本
主
義
の
概
念
規 

定
で
あ
る
が
、

一
般
.に
は
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀 

末
に
至
る
近
世
ド
ィ

ッ

：の
経
済
的
発
展
を
指
示
す
る 

も
の
と
し
て
か
な
り
.あ
い
ま
い
に
こ
の
：概
念
於
使
用 

さ
れ
て
い
る
0.
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
：
い
わ
ゆ
る 

「

フ
，ッ
ガ
ー
家
の
時
代」

と
い
わ
れ
る
十
五
.
六
世
淑 

の

「

ド
ィ
ッ
経
済
€>
.英
雄
時
代」

の
指
称
と
.し
て
こ 

の
概
念
.を
降
定
的
に
使
用
す
る
。
従

？
て

こ

の
時
期 

'の
ョ
ー

ロ
ッ
パ
経
済
に
ー
.つ
の
独
特
な
地
歩
を
^
得

： 

し
た
南
ド
ィ
ッ
商
業
資
本
に
辱
ら
分
析
の
胄
ゑ
を
あ 

わ
せ
、

か
か
る
巨
大
な
資
本
蓄
橫
が
.い
：か
な
る
基
盤
. 

の
下
に
、

ま
た
い
か
な
る
主
体
的
な
.企
業
家
活
'動
に
. 

よ
つ
て
現
実
化
し
た
の
.か
と
い
う
こ
と
が
、
本
書
の 

研
究E

I

的
と
い
う
こ
と
.に
な
る
0
特
忆
繁
者
が
志
向
.：
 

す
る
..の
.は
か
.づ
：て
の
シ
.
.ユ
.ト
リ
!
ダ
丨
等
に
よ
_■る
商
'.
., 

.A
資
本
の
微
視
的
な
系I

I

的

な

分

析

と

：
そ

，
の

よ

う

な
 

古
典
的
研
究
の
ぃ
ゎ
ば
：量
的
分
析
に
対
^

、
へ
こ
ニ
，の

時
',

期
の
.商
人
資
本
の
質
的
な
分
析
を
社
会
構
造
と
の
関 

連
に
お
い
て
行
ゔ
立
場
の
.双
方
を
線
合
盼
に
止
楊
す 

る
こ
と
で
あ
る
b

そ
し
て
こ
の
種
の
研
究
に
徙
来
あ 

り
が
'ち
な
_ラ
：ッ
.ガ
：丨
偏
重
' の
方
向
を
是
IH
す
る
と
dh
'
ハ■ 

に
、
徹
底
し
た
史
料
実
証
主
義
.に
基
あ
つ
.
つ
研
究
：を
., 

推
進
し
て
.い
る
。
.
：
：

.

. 

.

名
て
第
一
.，.篇

で

は

初

期

資

本

主

_

怜
お
.
.け
.る
：商

業 

資
本
の
分
析
が
行
わ
れ
、
.そ
の
.第
一
：章

は

「

初
期
資
.
. 

本
の
展
開
過
程
/

第

二

章「

初
期
資
本
家
.；
の
.
：
資

産
 

形
成」

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
へ
は
い
わ
ゆ

，

る
商
業
資
本 

の
前
期
性
と
い
ぅ
従
来
の
.
‘主

張
に
対
し
、
商
人
の
生 

産
の
組
織
者
と
し
て
の
.い
わ
ば
HU
B
#

を
主
張
す
る 

と
共
に
個
々
の
資
本
.の

銀

買

に

よ

る

：商

品

商

業

-
>
貨 

幣
商
業
1
い

ぅ

発

展.過
程
と
共
.に
.、
''
.ー
方
に
.
お
け
る 

■鉱
業
資
本
と
し
て
の
産
業
濟
本
化
と
他
方
に
お
け
る
‘
' 

富
の
、封
建
的
領
有
べ
の
双
下
を
.

.!

.
、
.

「

破

産
A
 

蓄
積
I
V破
産」

と
い
ぅ
こ
の
_

の
^
;̂
の
運
_
の
型 

を
析
出
す
る
。

第
，

H

篤
ば
.「

初
期
；'資
本
主
義
に
お
.け
る
、独
占
形
' 

成」

、
，
第

.

5
は
.
，
.

「

刺

斯

独

占

の

；展

開

過

®

、
：
.
第

 
一；
 
一', 

章

は

^
初
期
資
本
家
の
鉱
業
独
占」

：で
ぁ
^

“そ
&.
: 

で
.
は
：
巨

大

商

人

資

本

の

：蓄
橫

の

：

基

礎

条

件

た

る

独

40,:

:

の
.ょ
.り

詳

細

な

分

析

が

販

売

独

占

-
^
生

產

独

占

と

い
 

•

う
系
列
_と
私
的
.独
占
.-と
国
家
独
占
.と
い
う
類
型
を
め 

-
ぐ
っ
て
行
わ
れ
る
。
'第
三
篇
は「

初
期
資
本
主
義
に 

,
お
け
る
信
用
制
度」

、
第
一
へ
章「
初
期
信
用
の
展
開 

.
，過
程」

、

第

ニ

章「

初
期
資
本
家
の
信
用
業
務」

の 

.
篇
別
.

：

で
'
.
.
.
初
期
資
本
主
義
伴
う
信
用
機
撥
の
中
に
.

中
世
的
性
格
と
共
に
信
用
制
度
近
代
性
の
先
駆
的
形 

:
態

：を

見

出

し
.て
い
る
。

'
最
後
に
，第
四
篇
で
は「

初
期
資
本
主
義
に
，お
け
る 

'
市
民
迤
動J

、

第

一

貧「

初

期

市

肖

^

命

の

展

開

過
 

准J

 

.

第
一
一.章
.「

農
民
戦
争
に
.
お
け
る
都
市」

で
あ 

る
が
、；.
十
六
世
.紀
の
.宗
教
改
革
と
農
民
戦
争
■と
い
う 

社
会
運
動
を
統
一
的
国
民
国
家
を
’創
設
せ
ん
と
す
る 

:

「

初
期
市
民
革
命」

1
と
し
て
'と
ら
え
農
民
と
市
民
の 

特
殊
な
結
合
の
仕
方
を
追
究
し
、
さ
ら
に
農
民
戦
争

の
：過

：程

に
.お
：け
る
沛
民
：の
役
割
を
分
析
し
て
い
る
0

' 

- 

- 

.

.

.

.:
以
上
-简
単
：に
み
/て
き
た
'ょ
う
に
、
ド
ィ
ッ
近
世
の

綜
合
的
分
析
.を
志
向
し
た
本
書
ほ
.-
:

>〖

応
そ
の
所
期
. 

の
目
的
を
達
成
しV

.

い
る
。
し
か
し
近
li
t

,ト
ィ
ッ
の 

後
進
性
.や
商
人
資
本
の
，前
期
性
と
い
づ
従
来
の
主
-張
. 

に
対
し
、
1
水

，
前

進

性

、
：：
近

代

性

と

V

主
張
を
前 

，
面
に
お
し
拓
し
た
.著
者
の
意
図
は
、
資
ネ
簕
_
規
定



の
問
題
点
及
び
産
業
構
造
全
体
の
分
析
視
角
の
不
十 

分
さ
パ
農
業
、
'：
農
村H

業
部
門
の
：欠
落)

に
ょ
つ
て 

十
分
成
功
し
た
と
は
い
い
難
い
。
/
.

:

?

ネ

ル

ヴ

ァ

書
房
.

A

& 

•

三
〇
四

頁
*
六
八
〇
円)

 

’ 

I寺

尾

:
誠—

.

講

座

'■
:

,

:
『

現

代

の

ィ

デ

ォ

ロ
 V

丨

』
第

一

巻

：
.

講

座

—1
現
代
の
士
ァ
ォ
ロ
：ギ
ー」

と
い
う
と
、
，人 

は
ど
う
い
う
も
の
を
想
像
す
る
.だ
ろ
う
か
。

•

日
本
資
本
主
義
の
め
ざ
ま
し
い
復
活
。

こ
と
に
安
：
 

保
閟
争
以
後
の
、
所
得
倍
増
と
か
'
 

レ
ジ
ャ
丨
'
ブ 

.

丨
ム
と
い
っ
た
、
ば
ら
色
の
言
莱
で
餉
ら
れ
，た
表
® 

上
の
繁
栄
は
、
.社

革
を
：め
ざ
す
、
' 
い
わ
ゆ
る
反 

体
制
'の
陣
営
に
一
種
の
混
迷
：を
与
克
た
。

こ
の
混
迷 

.

の
中
か
ら
、•
必
然
的
に
、
'そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
い 

う
努
力
が
あ
ら
わ
れ
る
P,

撒
造
，改
革
論
も
ま
'
た
そ
の 

1

つ
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
み
講
座
は
、
ィ
デ
オ 

.ロ
ギ
ー
の
面
に
お
い

て

、

あ
る
®
の
梆
造
改
革
を
志 

.
す
も
の
と
い
え
'
よ
う
。.

現
代
日
本
，の
.革
新
陣
営
に
；お
け
る
思
想
的
諸
潮
流
，
 

を
'分
析
、
，批
判
し
.、
：
そ

の

中

が

ら

.、

.

.
日

本

の

社

会

変
 

.

.

.

.
革
に
明
快
&.
.
.̂:
ス

ー
*シ
.を
与
ぇ
う
る
'̂
+
}
'な.思
想
を 

積
極
的
^
創
り
出
し
.て
行
：.こ
.う
：
と.
.ぃ
'
-う
；：.の
.
-で.
' あ
る
.
 

(

氟
刊
に
：ら
い
て)

。
：

.

こ
：の
講
座
の
.第

.一
卷
で
あ
る
本
書
.は
、
六
つ
、の
部 

分
か
ら
：な
ら
て
：い
る
。
佐
藤
昇
氏
の
論
文
は
、
現
化
：
 

日
本
の
：マ
ル
ク
シ
ズ
ム
を
H

つ
の
潮
流
の
中
で
.と
ら

え
る
。
そ
し
て
、
講
座
派
、
#
農巧

：：

ト

P
ッ
キ
ズ

• A

'の
三
：つ
の
流
れ
が
、ヾ
.そ
れ
ぞ
れ
検
討
：さ
れ
、
批
判 

さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
結
局
、
構
造
改
革
論
の
必
要
性 

.
を
立
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
0

;

'

:

杏
く
か
ら
の
唯
物
論
の
闘
士
森
信
成
氏
の
論
文
は 

加
藤
正
.の
哲
学
を
論
じ
て
い
る
。

だ
が
、

な
ぜ
こ
と 

で
特
に
加
藤
が
と
り
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、

は
必
ず
し
も
明
：か
.

で
は
な
い
し
、
.よ
む
人
は
例
に
よ 

っ
.
て
相
当
の
'

難
解
さ
を
予
期
し
.

な
け
れ
ば
な
^ '

ぬ
。

. 

.
山

崎

春

成

氏

の

第

一

一

一論

文

は

.
、

山

川

均

の

思

想

と
 

活
動
を
、

思
い
出
風
に
つ
づ
っ
て
：：い
る
_

が
、
别
に
屮 

川
ィ
ズ
ム
に
帰
れ
と
い
う
ほ
ど
の
熱
意
と
評
価
を
も 

っ
て
い
，る
あ
で
は
な
.

い
'0
.

.

香
内
三
郎
氏
o
ト
ロ
.ッ
キ
ズ
‘ム
批
判i

T

津
田
道

-

.

.八
八
'
.

X

九
三
〇〕

■■夫
氏
.
の

「

現
代
^

ト
.ロ
ッ
'キ
'

X
A J

を_
ひ.
き
つ
ぐ
..も 

の
で

、
.
資

料

見

集

の

丹

念

さ
と
、.

批
判
の
.鋭
利
さ
に 

'は
、'
法
目
す
：べ
ぎ
も
の.
が
あ
る
0. 

. •

:
第
五
論
文
で
は
、
戦
後
の
主
体
性
論
争
で
そ
の
主 

役
の
一
人
を
つ
と
'め
た
^
ホ
克
a
氏
が
、
' 三
浦
'っ
と 

、
む
、
山
田
宗
睦
両
氏
の
哲
学
を
と
り
上
げ
て
い
る
。

'
最
後
は
、
丸
山
真
男
氏
と
佐
藤
昇
氏
に
ょ
る
討
論 

，
で
あ
る
，か
、
丸
山
氏
に
，ょ
?>
ィ
ギ
リ
ス
の
新
左
翼
、
 

こ
‘と
に
ト
ン
プ
“シ
ン
の
思
想
の
紹
介
は
、
共
産
党
と 

.

.人
ト
ゾ
ィ
チ
ー
の
間
、
'
.そ
■の
い
.ず
れ
で
も
な
い
、
新 

し
い
.思
考
様
式
と
し
て
興
味
あ
り
、
ニ
読
を
す
す
め

ニ
..、
0

f 

I
V

.こ
れ
ら
の
論
文
に
.は
、
.
主
題
の
ず
れ
も
み
ら
れ
、
 

多
く
の
講
座
に
み
ら
れ
る
お
ざ
な
り
な
も
の
，も

あ
る 

が
，、

七
.も
か
く
、
暴
力
革
命
主
義
で
も
、
日
和
見
主 

義
で
.も
が
い
も
の
、
：共
産
党
と
民
社
ゆ
間
、
そ
こ
に 

何
か
新
し
い
行
き
方
が
•あ
り
う
る
は
ず
だ
し
、
な
け 

'れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
_手
さ
ぐ
り
の
"
.探
求
は
：み
と 

め
る
こ
と
が
.で
き
る
。
'そ
れ
が
何
で
ぁ
る
か
、
蓮
 

改
革
が
そ
れ
で
あ
り
う
る
か
、
そ
れ
ゆ
わ
れ
わ
れ
が 

自
分
で
答
え
る
べ
き
問
題
で
.：あ
る
べ 

(

三

一

書

一

房

.
：
•
.
.
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九

六
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年
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月
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日

刊
•
四

六

判

，

ニ
三
五
貢
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四
五
0
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丨
野
地
洋
行
丨
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:
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馬

場

正

雄

著

，.

.

•
+
- 

. 

+
J
- 

こ
の
書
物
は
主
と
.し
て
デ
ィ
：フ
ユ
；丨
ジ
ヨ
シ
•
‘ィ
. 

ンデックスによ

'つ
て
日
本
経
済
め
短
期
予
測
：を
：試
へ 

み

る

部

分

：
と
、

'
統
計
調
査
賓
料
：を
用
い)

て
分
妬
す
る

ハ
 

場
合
の
予
測
能
力
の
問
題
と
、
そ
れ
に
よ
る
企
業
の
;- 

短
期
^
行
^
形
態
..，の
分
析
を
.内
容
と
.
.す
石
部
分
：.に
-八P 

.

.

. 

け
ら
れ
て「

い
る
0
そ
し
:て
こ
れ
ら
の
企
業
行
動
の
.実
：
 

証
的
分
析
と
，景

泖

.の
矹
夂
の
背
後
に
.あ
ら
.
.
.
て
'、
：
 

仮

説

的

企

業

行

動

模

型

を

形

成

，す

る

経

済

の

.
動

態

理
 

論
と
レ
て
企
業
の
意
遇
決
定
の
基
礎
：と
な
る
；'ベ
き
予
へ
': 

想
の
理
顧
的
考
察
.を
祯
論
と
し
て
ま
と
め
て
ぃ
る
。

企
業
行
動
と
し
て
の
危
険
、
；不
確
実
挫
、
あ
.る
い
，
. 

は
利
益
等
.に
関
す
る
予
想
:'
o
;理
論
御
分
析
.お
よ
び
そ 

の
実
証
的
分
析
は
経
済
：の
循
環
的
変
動
に
対
十
る
景 

.気
予
測
の
.
.有
用
_な
判
断
要
具
を
提
供
ず
る
が
、
'
.
.
.
そ
-の

. 

予
測
能
力
：の
適
否
は
.経
済
が
急
激
な
浚
化
を
蒙
る
‘事

:;
.
'
： 

…

.

新

.刊

柘

：

介

.

.

'

ノ

な
く
安
定
的
成
長
達
成
の
為
.

の
適
確
な
補
助
.
的
景
気
：
 

政

策

と

そ

の

機

動

的

な

運

用

が

必

要

と

さ

^

る

昨

今
 

の
：
日.本
.経
済
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
：な
問
題
と

1》

日
わ
：
 

.ね
ば
な
ら
な
い
。
と
の
予
測
能
力
の
間
題
に
_

接
近
す
：
 

.
る
為
に
似
多
く
の
方
法
が
考
え
ら
，れ
t

l v

る
が
、.
4

.し 

’の
莲
本
と
な
る
経
済
紙
訐
諸
表
と
し

.
'て
.経

済

企

画

庁.

が

「

景
気
動
向
統
針
調
査1

と
言
わ
れ
る1

連

の

統

：

-

,肝
調
査
を
計
画
実
施
し
て
.

い
る
。

こ
.

の.
一
調
査
は
U

投
：
 

資
調
查
、
(2
)

消
費
調
査
、
⑶
全
般
的
景
気
動
向
調
査

,
か
ら
成
り
立
っ
て
：い
る
。

こ
れ
ら
の
.調
査
.で
：以
節
の
r 

統
W
と
著
し
く
異
る
特
質
；は
予
想
や
計
画
に
.つ
'い
，.て
.

.
直
接
的
な
調
查
が
企
業
や
家
計
に
っ
い
て
実
㈱
さ
ル 

:

て
い
る
点
で
ぁ
り
、
又
そ
の
全
般
的
景
気
動
向
調
变 

■'
.

に
は
，

「

ビ
及
ネ
ス
• .

サ
ー
べ
：ィ

(

企

業

経

営

者

，
の
，
見
:'
■ 

通
し
.調
査)

」

と「

デ
ィ
フ
ユ
ー
グ
ョ
ン
•一
イ
ン
デ
ブ 

.

.ク
ス
.X

景
気
勝
向
指
数)

：

」

の
作
成
が
，含
ま
.れv

い 

'
る

。

著

者

は

...

一
.11,.

章
'か

ら

構

成

さ

-れ

る

■.こ
'
.の

書

物.の
'
.
. 

ぅ

ち

、
■
第—*
章

か

ら

第

四

章

ま
.で
：
を
：
デ..ィ

フ

ラ

|

ジ 

ョ

ン
.
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
役
割
と
そ
の
適
用
と
し
て

. 

経
済
企
画
庁
の「

二 o

系
列
へ
先
行
、
：：

r

致

、
遅
行)

.

に

ょ

；
る

景

気

動

向

指

数

」

の

説

明

；
に

あ

て

て

W
る
。

第
m

か
ら
第
八
章
に
お
い
て
は
企
，業
予
想
と
翁
気
：
\

予
測
の
分
析
に
あ
て
て
い
る
が
、.
殊
に
企
業
予
想
.と 

設
傭
投
資
針
画
に
重
点
：を
置
い
て
そ
の
実
赞
と
許
画 

乃
至
.は
予
想
と
：の
，.乖
離
を
分
析
上
て
い
る
0
縷
説
す 

る
ま
で
も
な
く
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
循
環
的
不 

七
：茏
龙
；_

の
味
要
：な
豫
泉
が
企
業
の
：投
資
活
動
と
そ
の 

決
定
要
因
に
.あ
り
、

こ
れ
が
.景
気
動
向
の
.診
断
と
予 

测
と
に
お
.
.い
て
戦
略
的
意
義
を
.持

つ

事

は

.近

代

景

気
 

.変
動
理
論
.：の
詳
説
す
る
所
で
あ
る
が
、
著
者
の
分
析 

■:
は
今
後
の
設
備
投
資
の
.研
究
に
と
っ
て
多
く
歡
ぇ
る 

も
の
が
あ
る
だ
ろ
.ぅ
0

.

.-
要

約

す

る

と

、

こ

の

罾

#

は
以
前
の
主
と
し
て
樊 

績
統
計
を
分
析
し
そ
®
外
揷
を
試
み
る
方
法
に
対
し 

':
■
て

、
，
企

業

の

予

想

、

計

画

.に

着

眼

し

た

分

析

を

意

欲
 

.

.的

に

進

め、
'こ
の
両
者
が
デ
ィ
フ
ユ

ー

ジ
ョ
ン殳吣 

におい

'て
結
合
さ
.れ
て
い
ハ
る
と
言
え
る
だ
ろ
ぅ
。
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